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特  集

2025年日本のエネルギー政策の
展望と課題

　世界のエネルギー情勢が多くの課題を抱え混迷の度を深めている2024年末、経済産業省は、
今後の日本のエネルギー政策の大方針を定める第7次エネルギー基本計画の原案を公表しました。
　2025年以降の国際エネルギー情勢の潮流を見極め、それが日本のエネルギー政策に対してどのよう
な影響を与え、何を実行しなければいけないのか。
　国際エネルギー情勢に詳しく、政府のエネルギー関連審議会委員を歴任してきた著者が、第7次
エネルギー基本計画のポイントを詳細に解説します。

日
本
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
不
確
実
性
に
満
ち
て
お

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
気
候
変
動
へ
の
対
策
な
ど
の
重
要

課
題
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
容
易
な
ら
ざ
る
挑
戦
が
山
積
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
概
観

し
、
次
い
で
、
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
中
心
と
し
て
日

本
が
と
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

◎
不
安
定
な
状
況
続
く
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

2
0
2
2
年
に
発
生
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
一
気
に
不
安
定
化
し
た
。
ロ
シ

ア
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
欧
州
を
中
心
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
国
は
価
格
高
騰
と
供
給
不
安
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
低
下
し
た
も
の
の
2
0
2
4
年
の
原
油
価
格

の
年
平
均
値
は
75
～
80
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
に
見
て
高

水
準
を
維
持
し
て
い
る【
図
1
】。
ガ
ス
・
L
N
G
・
石
炭
価
格
も
同

様
で
あ
り
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は
高
止
ま
り
状
況
に
あ
る
。

こ
の
先
、
流
動
化
す
る
中
東
情
勢
な
ど
多
く
の
不
確
実
性
が
存

在
す
る
。
2
0
2
3
年
10
月
に
発
生
し
た
ガ
ザ
危
機
は
、
今
な
お

混
乱
・
対
立
の
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
中
東
全
体
に
影
響
が
拡
散

し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
に
は
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
双
方
に
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
を
行
う
な
ど
直
接
的
軍
事
対
立
も
発
生
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
中
東
情
勢
が
不
安
定
化
し
て
も
、
中
東
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
に
深
刻
な
支
障
が
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
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な
影
響
は
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ト

ラ
ン
プ
次
期
政
権（
以
下
、
ト
ラ
ン
プ
2.
0
）の
中
東
政
策
い
か
ん

に
よ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
か
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
中
台
関
係
な
ど
の
東
ア
ジ
ア

情
勢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
政
学
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
の
影
響
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
動
く
不
安
定
な
状
況
が
続
く
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ

2.
0
の
米
国
な
ど
、
主
要
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
激
変
す
る
こ

と
も
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
と
っ
て
大
き
な
不
安
定
要
因
で
あ

る
。
今
後
の
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
展
開
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

◎
複
雑
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
課
題

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
不
安
定
化
す
る
中
、
暮
ら
し
や
経
済

に
と
っ
て
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確
保
、
す
な
わ
ち
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
問
題
が
一
気
に
重
要
性
を
増
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
最
重
要
課
題
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
複
雑
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
問
題
へ
の

対
応
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
半
世
紀
前
の
石
油
危
機
の
際
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
は
ま
さ
に
石
油
問
題
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

今
日
で
も
、
石
油
問
題
は
相
変
わ
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
際
に
異
常
な
価
格
高
騰
を
示
し
た
こ
と
で
一

気
に
関
心
が
高
ま
っ
た
ガ
ス
・
L
N
G
の
問
題
や
、
後
述
す
る
電

力
安
定
供
給
が
世
界
の
関
心
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
世

界
の
分
断
で
経
済
安
全
保
障
問
題
が
重
要
に
な
る
中
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造

能
力
や
、
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
必
要
な
重
要
鉱

新たなエネルギー安全保障のリスク要因

重要鉱物
供給のリスク

脱炭素技術の製造能力やクリーンエネルギー投資のための原材料として不可欠な重要
鉱物の中には市場集中度の高いものがあり、エネルギー転換を進める上での新たなリスク
となっている。リスクの所在や程度の異なるさまざまな技術を組み合わせることによって、
リスクの軽減が可能。

エネルギー転換に伴う
サイバー攻撃リスクの増大

世界では重大なサイバー攻撃事象の数が大きく増えている。基盤インフラであるエネル
ギーに対するサイバー攻撃はエネルギー安全保障における重要課題となる。

電力供給
不安定化のリスク

電力供給には需給両面でさまざまなリスクがある。安定供給に向けては、化石燃料調達や
原子力などベースロード電源の確保、供給力の確保、電力系統の最適化という方向で
対応を進める必要がある。また、安定供給のためのベストミックスの追求も不可欠。

深刻化・多様化する
地政学リスク

日本の原油輸入の中東依存度が高まる中、日本にとっての中東地域の地政学的リスクは
さらに深刻なものとなっている。近年は先進国の政策変更もリスク要因になっている。

化石燃料
過少投資のリスク

IEEJアウトルックのレファレンスシナリオでは、2050年時点でも化石燃料は世界のエネル
ギー需要の73%を賄う。追加投資がなければ2050年の石油・天然ガス生産量は現状の約
10分の1にまで激減する。現実の世界における化石燃料需要とは大きなギャップが生じる。

出典：「IEEJ Outlook 2025」（日本エネルギー経済研究所、2024年10月）

物
の
供
給
に
お
け
る
特
定
国
へ
の
依
存
問
題
が
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
上
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る【
図
２
】。

今
日
、
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
電
力
安
定
供
給
問
題

で
あ
る
。
電
力
自
由
化
の
下
で
の
供
給
余
力
低
下
や
自
然
変
動
型

で
供
給
間
欠
性
を
有
す
る
再
エ
ネ
の
シ
ェ
ア
拡
大
な
ど
の
構
造
的

な
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、
電
力
需
要
の
増
大
へ
の
対
応
が
世
界

の
重
大
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
電
力
は
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り

組
み
が
電
化
推
進
を
通
し
て
需
要
増
大
を
も
た
ら
す
の
と
同
時
に
、

新
た
な
情
報
革
命
に
よ
る
需
要
増
大
に
も
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
で
電
力
需
要

が
大
幅
に
増
加
す
る
と
の
見
通
し
が
広
ま
っ
て
い
る
。
情
報
革
命

が
先
行
す
る
米
国
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
の
電
力
需
要
見
通
し

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
電
力
安
定
供
給
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
化
の
両
立

気
候
変
動
対
策
強
化
と
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み
も
待
っ
た
な
し

で
あ
る
。
2
0
2
3
年
の
C
O
P
28
で
は
、
気
温
上
昇
を
産
業
革
命

前
よ
り
1.
5
℃
以
内
に
抑
え
る
た
め
、
2
0
3
5
年
に
世
界
の
温
室

効
果
ガ
ス（
以
下
、
G
H
G
）排
出
を
2
0
1
9
年
比
60
％
削
減
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
2
0
2
5
年
2
月
を

目
途
に
、
日
本
も
含
め
世
界
各
国
は
こ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
自
主

的
排
出
削
減
目
標
を
新
た
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
化
の
両
立
と
い
う
容
易

な
ら
ざ
る
挑
戦
に
直
面
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
化

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
場

合
、
そ
れ
を
社
会
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
先
進
国
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金
が
導
入
さ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
重
要
性
は
理
解
し
つ
つ
も
、
暮
ら
し
・
産
業
競
争

力
・
雇
用
を
守
る
こ
と
が
優
先
度
を
高
め
て
い
る
。
今
後
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
進
め
つ
つ
可
能
な
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
を
抑
制

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
野
心
的
な
目
標
達
成
に
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
カ
ギ
を
握
る
。
C
O
2
フ
リ
ー
の
水
素
や
二
酸
化
炭

素
の
回
収
・
利
用
・
貯
蔵
な
ど
の
大
規
模
導
入
が
不
可
欠
と
さ
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
間
の
力
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
産
業
政
策
に
よ
る
強
力
な
推
進
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
い

わ
ば
世
界
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
に
向
け
た
産
業
政
策
の
競
争
時

代
に
入
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

◎
世
界
の
分
断
と
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

世
界
は
も
う
一
つ
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
米
中
対
立
に

象
徴
さ
れ
る
世
界
の
分
断
の
深
刻
化
で
あ
る
。
分
断
深
刻
化
の
前
は
、

自
由
貿
易
と
国
際
分
業
を
追
求
し
、
世
界
大
で
最
適
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
し
か
し
今
や
分
断
深
刻
化
で
、
戦
略
的
な
資

源
や
技
術
は
、
可
能
な
限
り
国
産
化
し
、
そ
れ
を
同
盟
国
間
な
ど
で

の
供
給
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
よ
っ
て
補
完
し
よ
う
と
の
取
り
組
み
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
分
断
に
よ
っ
て
経
済
安
全
保
障
が
重
視
さ
れ
る
世

界
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
能
力
や
重
要
鉱
物
の
供
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電気自動車用蓄電池サプライチェーンの国別シェア（2023）
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出典：「Global Critical Minerals Outlook 2024」（IEA、2024 年）

給
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
中
国
な
ど
へ
の
依
存
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

た
。
再
エ
ネ
・
電
気
自
動
車
・
蓄
電
池
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
は
、
脱
炭
素
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
が
、
そ
の
製
造
能
力
や
供
給
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
中
国
の
世

界
シ
ェ
ア
は
圧
倒
的
に
高
い【
図
3
】。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
支
え
る
レ
ア
ア
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
鉱
物

に
つ
い
て
も
、
中
国
な
ど
の
特
定
国
に
よ
る
供
給
シ
ェ
ア
が
極
め
て
高

い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
進
展
に
必
要
な
戦
略
物
資
の
経
済
安
全
保

障
問
題
が
世
界
の
重
大
関
心
事
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

◎「
ト
ラ
ン
プ
2.
0
」と
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

前
記
の
諸
問
題
を
考
え
る
上
で
、
2
0
2
5
年
以
降
の
国
際
情
勢

を
左
右
す
る
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
ト
ラ
ン
プ
2.
0
の
影

響
で
あ
る
。
第
47
代
大
統
領
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
戻
っ
て
く

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
第
1
期
政
権
時
と
同

様
に
世
界
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

前
バ
イ
デ
ン
政
権
か
ら
方
向
転
換
さ
れ
る
政
策
の
代
表
が
気
候
変

動
政
策
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
パ
リ
協
定
か
ら
再
離
脱
し
、
気

候
変
動
対
策
に
は
後
ろ
向
き
に
な
ろ
う
。
米
国
の
G
H
G
排
出
削
減

は
州
や
企
業
の
取
り
組
み
の
下
で
進
展
す
る
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が

掲
げ
た
野
心
的
な
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
い
っ
そ
う
困
難
に
な
る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
気
候
変
動
を
巡
る
国
際
情
勢
へ
の
影
響
で
、
気

候
変
動
対
策
を
巡
る
国
際
交
渉
の
モ
メ
ン
タ
ム（
勢
い
）は
低
下
す
る

だ
ろ
う
。
途
上
国
の
米
国
な
ど
先
進
国
へ
の
不
満
・
批
判
が
強
ま
り
、

気
候
変
動
を
巡
る
南
北
対
立
が
激
化
し
、
先
進
国
の
影
響
力
は
地
盤

沈
下
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。
他
方
、
途
上
国
の
側
に
立
ち
、
独
自

の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
を
図
る
中
国
の
存
在
感
が
い
っ

そ
う
高
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、
米
国
の
石
油
・
ガ
ス
増
産
を
図
る
ト
ラ

ン
プ
2.
0
だ
が
、
そ
の
実
際
の
効
果
は
未
知
数
と
も
見
ら
れ
る
。

他
方
、
対
イ
ラ
ン
強
硬
姿
勢
で
中
東
情
勢
が
緊
迫
化
し
、
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
勢
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
2.
0
の

対
ロ
シ
ア
・
対
中
国
政
策
も
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
ま
た
、
経
済
・
通
商
政
策
も
関
税
に
よ
る
影
響
な
ど
を
通
し
て
、

世
界
経
済
ひ
い
て
は
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
を
左
右
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
米
国
の
貿
易
赤
字
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
米
国
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
拡
大
を
求
め
る
よ
う
な
政
策
が
取
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
要
注
目
で
あ
る
。

◎
厳
し
さ
を
増
す
日
本
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

日
本
は
世
界
有
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
大
国
で
、
そ
の
供
給
の
大

部
分
を
石
油
、
ガ
ス
、
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
に
依
存
し
て
い
る
。
国

内
化
石
資
源
が
乏
し
い
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
度
が
高
く
、

原
油
に
お
け
る
中
東
依
存
度
が
95
％
に
達
す
る
な
ど
、
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
の
変
動
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
脆
弱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

構
造
を
持
つ
。
ま
た
、
日
本
は
化
石
燃
料
消
費
の
大
き
さ
か
ら

C
O
2

を
は
じ
め
と
す
る
G
H
G
の
主
要
排
出
国
で
も
あ
る
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
／

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
／

第第
77
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
巡
っ
て

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
巡
っ
て

先
述
し
た
と
お
り
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
不
安
定
な
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
要
因
の
存
在
、
脱
炭

素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
に
向
け
た
課
題
、
世
界
の
分
断

に
よ
る
影
響
、
ト
ラ
ン
プ
2.
0
へ
の
対
応
、
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
、
特
に
重
要
な
問
題
と
し
て
電

力
安
定
供
給
の
課
題
が
あ
る
。
日
本
は
2
0
2
2
年
の
3
月
と
6

月
に
関
東
を
中
心
に
深
刻
な
電
力
需
給
ひ
っ
迫
懸
念
に
直
面
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
で
も
電
力
安
定
供
給
確
保
の
重
要
性
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。
ま
た
今
後
は
、
先
述
し
た
と
お
り
脱
炭
素
化
と
新
た

な
情
報
革
命
の
進
展
で
日
本
で
も
電
力
需
要
が
増
加
す
る
見
通
し

が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い【
図
４
】（
10
ペ
ー
ジ
）。

経
済
が
成
熟
し
人
口
が
減
少
す
る
日
本
の
電
力
需
要
は
長
期
的
に
減

少
す
る
と
の
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
増
加
す
る
見
通
し

に
転
じ
た
こ
と
は
重
要
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
で
も
あ
る
。
ま
さ
に

日
本
は
新
情
勢
下
で
今
後
の
日
本
経
済
と
日
本
社
会
の
繁
栄
を
維

持
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

◎
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
輸
入
大
国
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
内

外
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
課
題
に
対
応
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
展
開

し
て
き
た
。
1
9
7
0
年
代
の
石
油
危
機
に
直
面
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
強
化
し
、
1
9
9
0
年
代
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
の
自
由
化
と
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
な

ど
、
時
代
に
応
じ
た
重
要
課
題
に
対
応
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
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2
0
0
2
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
が
成
立
し
、
お
お
む

ね
3
年
に
一
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
方
針
を
定
め
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
は
、
2
0
0
3
年
の
第
1
次
計
画
か
ら
2
0
2
1

年
の
第
6
次
計
画
ま
で
改
定
を
重
ね
て
い
る
。
現
行
の
第
6
次
計

画
で
は
、「
S
＋
３
E
」の
原
則
を
重
視
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
の
最
大

の
課
題
で
あ
っ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
環
境
・

気
候
変
動
を
最
も
重
要
視
し
た
計
画
と
し
て
の
特
徴
を
有
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
今
般
、
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

た
審
議
会
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
く
中
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
詳
述
し

て
き
た
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
包

括
的
・
総
合
的
な
議
論
が
行
わ
れ
、
第
7
次
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

◎
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
見
る
ポ
イ
ン
ト

2
0
2
4
年
12
月
17
日
、
基
本
政
策
分
科
会
第
67
回
会
合
に
お

い
て
、
90
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
政
策
文
書「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

（
原
案
）」お
よ
び
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

（
原
案
）の
概
要
」（
以
下
、「
概
要
」と
略
）が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
第
7

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
原
案（
以
下
、「
原
案
」と
略
）で
は
、
第

6
次
計
画
策
定
時
か
ら
の
内
外
情
勢
変
化
に
関
す
る
認
識
を
再
確
認

し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に
関
す
る
大
原
則「
S
＋

３
E
」に
つ
い
て
は
、「
安
全
性
を
大
前
提
と
し
て
、
安
定
供
給
を
第

一
に
、
経
済
効
率
性
の
向
上
と
環
境
へ
の
適
合
を
図
る
」と
明
記
し

て
い
る
。
そ
の
上
で「
概
要
」に
お
い
て
は
、
今
般
基
本
計
画
の
政
策

目
標
年
次
で
あ
る
2
0
4
0
年
度
に
向
け
た「
政
策
の
方
向
性
」と

し
て
①
新
情
勢
下
で
の
電
力
需
要
増
大
に
対
応
し
た
脱
炭
素
電
源

確
保
お
よ
び
基
本
計
画
と「
G
X
2
0
4
0
ビ
ジ
ョ
ン
」の
一
体
的

遂
行
②
主
力
電
源
と
し
て
の
再
エ
ネ
の
最
大
限
導
入
を
図
る
と
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成
の
追
求
③
再
エ
ネ
・
原
子
力

の
最
大
限
の
活
用
④
脱
炭
素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
上
昇
の
最
大
限
抑

制
、
の
4
点
を
重
視
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
全
体
と
し
て
の

政
策
方
向
性
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
・
非
化
石
転
換
、
脱
炭
素
電
源
拡

大
と
系
統
整
備
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
／
供
給
体
制
、
化
石

資
源
の
確
保
／
供
給
体
制
、
重
要
鉱
物
の
確
保
、
な
ど
へ
の
取
り
組

み
を
明
記
し
、
包
括
的
・
総
合
的
に
2
0
4
0
年
度
に
向
け
た
あ

る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
全
体
像
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
内
外
の
新
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
原
案
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
ど
の
項
目
も
高
い
重
要
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
中
で
も
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
最
も
集
中
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、「
原
子
力
を
最

大
限
活
用
す
る
」と
い
う
基
本
方
針
で
あ
り
、
2
0
1
4
年
策
定
の

第
4
次
計
画
以
来
、
掲
げ
ら
れ
て
き
た「
可
能
な
限
り
原
子
力
依
存

度
を
低
減
す
る
」と
い
う
方
針
が
大
き
く
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
詳
述
し
て
き
た
内
外
の
新
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
の
大
き
な
変
化
の
代
表
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

◎
2
0
4
0
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し

　
今
回
の「
原
案
」発
表
に
お
い
て
、
最
も
注
目
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ

は
、
日
本
が
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
像
の「
参
考
」と
し
て
提
示

さ
れ
た「
2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
」（
以

下
、「
見
通
し
」と
略
）で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の「
見
通
し
」の
特
徴
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
確
実
性
を
前
提
に「
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
い
た
一
定

の
幅
」と
し
て
2
0
4
0
年
度
の
見
通
し
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
以
下
、「
見
通
し
」に
お
け
る
中
心
課
題
に
位
置
付
け
ら
れ
た
電
源

構
成
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

　
ま
ず
、
2
0
4
0
年
度
の
発
電
電
力
量
を
現
状
か
ら
1
～
2
割
増

の
1.
1
～
1.
2
兆
kWh
程
度
と
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る【
図
５
】

（
12
ペ
ー
ジ
）。
現
行
計
画
で
は
発
電
量
は
現
状
か
ら
2
0
3
0
年

度
9
3
4
0
億
kWh
ま
で
低
下
す
る
と
し
て
い
た
。
今
回
は
、
将
来

に
向
け
て
発
電
量
が
拡
大
す
る
見
通
し
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
電

源
構
成
で
は
、
2
0
4
0
年
度
に
、
再
エ
ネ
4
～
５
割
程
度
、
原
子

力
2
割
程
度
、
火
力
3
～
4
割
程
度
の
目
標
値
が
示
さ
れ
、
再
エ
ネ

が
最
大
の
電
源
と
な
る
。
原
子
力
は
2
割
程
度
を
占
め
る
重
要
な
電

源
と
さ
れ
た
が
、
現
行
計
画
の
2
0
3
0
年
度
目
標
20
～
22
％
と

比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
現
在
最
大
の
電
源
で
あ
る
火
力
は
、
現

状
の
約
7
割
か
ら
2
0
4
0
年
度
に
向
け
て
比
率
が
低
減
す
る
。

こ
れ
ら
の
電
源
構
成
の「
見
通
し
」に
お
い
て
日
本
の
2
0
4
0
年

度
G
H
G
排
出
は
2
0
1
3
年
度
比
73
％
削
減
と
な
る
。
ま
た
同

年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
3
～
4
割
程
度
と
現
状（
15
％
）か
ら
向

上
す
る
姿
と
な
る
。

　「
原
子
力
を
最
大
限
活
用
す
る
」基
本
方
針
に
つ
い
て
前
記
の「
見

通
し
」を
ど
う
見
る
か
、
に
関
し
て
は
、
最
も
重
要
な
の
は
比
率
と

い
う
よ
り
発
電
量
の
絶
対
値
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
現
行
計

日本の電力需要見通しの変化

780
2032203120302029202820272026202520242023202220212020201920182017 20332016

800

820

TW
h

840

860

実績値（推定含） 2023年度想定 2024年度想定

出典：大西健一「2025年の電力政策の課題」（日本エネルギー経済研究所、2024 年12月）

【図４】
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小こ

山や
ま 

堅け
ん

（
一
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

専
務
理
事
・
首
席
研
究
員

1
9
5
9
年　

5
月
29
日
生
ま
れ

〈
略
歴
〉

1
9
8
2
年　

3
月　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

1
9
8
6
年　

3
月　

早
稲
田
大
学
大
学
院
経
済
学
修
士
修
了

1
9
8
6
年　

4
月　
（
財
）日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
入
所

１
９
９
５
年　

4
月　

海
外
派
遣（
英
国
ダ
ン
デ
ィ
大
学
、
2
年
間
）U

niversity
of D

undee 
(S

cotland, U
K

), C
entre for 

P
etroleum 

& M
ineral Law 

& P
olicy 

P
hD

課
程
に
留
学

2
0
0
7
年　

6
月　

理
事　

戦
略
・
産
業
ユ
ニ
ッ
ト
総
括

2
0
1
0
年　

4
月　

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院　

特
任
教
授

2
0
1
1
年　

6
月　

常
務
理
事　

首
席
研
究
員　

戦
略
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
担
任

2
0
1
3
年　

4
月　

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院　

客
員
教
授

2
0
1
7
年　

4
月　

東
京
工
業
大
学
科
学
技
術
創
成
研
究
院 

特
任
教
授

２
0
2
0
年　

6
月　

専
務
理
事 

首
席
研
究
員 

戦
略
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
担
任

２
0
2
3
年　

7
月　

専
務
理
事 

首
席
研
究
員 

戦
略
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
担
任（
現
職
）

〈
専
門
研
究
分
野
〉

国
際
石
油
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
分
析

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
問
題

〈
著
書
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
政
学
」（
2
0
2
2
年
）「
地
政
学
か
ら
読
み
解
く
！
戦
略
物
資
の
未
来
地
図
」

（
2
0
2
3
年
）な
ど
多
数

※ 

パ
リ
協
定
下
の
G
H
G
国
別
排
出
量
削
減
目
標

画
で
の
2
0
3
0
年
度
目
標
に
お
け
る
原
子
力
発
電
量
は
、
総
発

電
量（
9
3
4
0
億
kWh
程
度
）の
20
～
22
％
な
の
で
1
8
0
0
～

2
0
0
0
億
kWh
程
度
と
な
る
。
他
方
、
今
回「
見
通
し
」で
の
2
0
4
0

年
度
原
子
力
発
電
量
は
、
2
2
0
0
～
2
4
0
0
億
kWh
程
度（
総
発

電
量
の
2
割
）と
想
定
さ
れ
、「
見
通
し
」に
お
け
る
原
子
力
発
電
量
の

大
幅
拡
大
が
明
ら
か
と
な
る
。
発
電
量
大
幅
拡
大
に
は
、
再
稼
働
推

進
、
既
存
炉
高
効
率
活
用
が
不
可
避
で
あ
り
、
そ
の
上
に
新
た
な

「
追
加
」発
電
量
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
原
子
力
最
大
限
活

用
と
い
う
政
策
目
標
に
整
合
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
、「
見

通
し
」を
理
解
す
る
鍵
の
一
つ
が
発
電
量
と
い
う「
母
数
」の
増
大
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
従
っ
て
、
再
エ
ネ
比
率
に
つ
い
て
も
同
様
の
点
が
重
要
に
な
る
。

再
エ
ネ
は
現
行
計
画
で
の
目
標
か
ら「
見
通
し
」目
標
の
4
～
5
割

程
度
へ
と
比
率
そ
の
も
の
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
加
え
て
総
発
電

量
が
拡
大
す
る
中
で
の
比
率
拡
大
で
あ
る
た
め
、
再
エ
ネ
発
電
量

の
拡
大
は
著
し
く
、
普
及
拡
大
に
向
け
、
系
統
整
備
な
ど
も
含
め

た
取
り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

　
な
お
、
火
力
の
2
0
4
0
年
度
比
率
は
現
状
か
ら
大
幅
減
の
3
～

4
割
程
度
だ
が
、
こ
の
中
身
は
相
当
脱
炭
素
化
さ
れ
た
火
力
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
2
0
4
0
年
度
の
G
H
G
排
出
削
減
が

73
％
に
達
す
る
姿
と
な
っ
て
い
る
が
、
脱
炭
素
化
が
難
し
い
熱
需
要

分
野
な
ど
の
存
在
を
考
え
る
と
、
2
0
4
0
年
度
に
は
電
力
部
門
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
火
力
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
や
C
C
S
の
利
活
用
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
た
形
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

◎
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
今
後
の
課
題

「
原
案
」が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
策
定
は
山
場
を
越
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
を
経
て
、
2
0
2
5
年
の
比
較
的
早
い
時
期

に
閣
議
決
定
に
向
か
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
閣
議
決
定
に
よ
っ

て
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
正
式
に
定
ま
り
、
日
本
は
そ

こ
で
示
さ
れ
た
日
本
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
て
、
官

民
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

前
記
の「
見
通
し
」で
は
、
2
0
4
0
年
の
目
標
が
電
源
構
成
に
焦

点
を
当
て
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
な
ど
に
つ
い
て
も
よ
り
具
体
的

な
政
策
が
示
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
電
源

構
成
や
電
力
分
野
に
つ
い
て
は
、
数
値
目
標
が
幅
で
示
さ
れ
、
火
力

に
つ
い
て
は
内
訳
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
具
体
的
な
数
値
目
標

が
見
え
に
く
く
、
民
間
企
業
と
し
て
の
投
資
実
現
に
向
け
て
の
課
題

も
存
在
し
て
い
る
。
今
後
は
、「
見
通
し
」お
よ
び「
原
案
」そ
の
も
の

で
示
さ
れ
た
政
策
の
方
向
性
を
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
な
政

策
立
案
と
遂
行
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
日
本
が
目
指
す「
あ
る
べ
き
姿
」と「
現
実
」が
乖か

い

離り

す
る
場

合
に
対
応
す
る「
戦
略
的
プ
ラ
ン
B
」の
備
え
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

今
回
、
追
加
的
に「
技
術
革
新
が
進
ま
ず
、
N
D
C
※
実
現
が
困
難
な

ケ
ー
ス
」で
2
0
4
0
年
度
の
L
N
G
必
要
量
が
7
4
0
0
万
t
と

現
状
よ
り
多
く
な
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に「
戦
略

2040年度の日本のエネルギー需給見通し
●2040年度のエネルギー需給の見通しは、諸外国における分析手法も参考としながら、さまざまな不確実性が存在する
ことを念頭に、複数のシナリオを用いた一定の幅として提示。

　※新たなエネルギー需給見通しでは、NDCを実現できた場合に加え、実現できなかったリスクシナリオも参考値として掲示。

出典：「エネルギー基本計画（原案）の概要」（経済産業省、2024 年12月）
（注）中環審・産構審合同会合において直線的な削減経路を軸に検討するとされていることを踏まえた暫定値。

※数値はすべて暫定値であり、今後変動し得る。

温室効果ガス削減割合（2013年度比）

最終エネルギー消費量

電源構成

再エネ

水力

バイオマス

風力

地熱

太陽光

火力

原子力

発電電力量 9854億kＷh 1.1～1.2兆kＷh程度

8～10％程度7.6％
4～8％程度1.1％
22～29％程度9.8％

73％（注）22.9％ ※2022年度実績
2.6～2.8億kL程度3.0億kL

3～4割程度68.6％

2割程度8.5％

4～5割程度22.9％

3～4割程度15.2％エネルギー自給率
2040年度（見通し）2023年度（速報値）

4.1％ 5～6％程度
0.3％ 1～2％程度

【図５】

的
プ
ラ
ン
B
」に
対
応
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
具
体
化
も
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。


